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送り状は不要でず。この霞ま送付してください。（郵送又はFAXでお送り下さい｡）

(送付先）小金井市子ども家庭部子育て支援課子育て支援係

(住 所）〒X84-8504 (住所不要）

(電 調 042-387-98 36

(FAX) 042-386-2609

(提出期限）令和7年2月5日（水）必着

ー

－

会派名

小金井市議会 みらいのこがれい

『

ふりがな（匿名不可）すずき しげ鑓
代表者氏名

（提出者）

ー

故 1

鈴木 成夫

I のびゆくこどもプラン 小金井（素案）施策名

① P45 2 基本的な視点と目標

章の前文で、「子育ちの主体である子どもへの支援、子育ての

主体である家膳・保護者への支援、これらを支える地域香主体

とした｡。」とされていて、「子育ち」との言葉に代表される

『子どもの育ち」を中心に据えて、子ども、家鹿と像鐘者と地

壌を主体とすることを表明している点を評価する。

②P47 3 施策の体系

ヤングケアラー支援、著者の参加、居場所と交流の場の充実、

若者の社会的‘自立が■点施策に位置付けられていることは評

価するが、子ども施策における若者の定義について、わかりや

すく溌釈を加えてもいいのではないか。

御意見

I

③P48 3 施策の体系

社会的包摂（ソーシャル‘インクルージョン）理念が、障害福

祉分野では職く、本計画の妊娠・出産期からの切れ目ない支援

体制の構築､次世代曹成の取組みに使用されていることが新鮮

である。
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子ども.若’④P64第4軍施策の展開目標2『犀3子ども･若
者の居塙所と交流の場を充実します」
「事業の取組内容・目標」 児宜館事業の部分で、開館時間睡
長が取組の目標とされてい,るが、児童館の在り方については、
最新のニーズを把握し､市民参加を得た丁寧な議論を行ってい
くべき、と考える。

’

P72 4-2「特別な配慮が必要ない子ども(障がい児等）
と家庭を支援します」 事業1､ 2について

『障がい児の保育や教育ニーズに応えるためには､きめ細かな
配慮と十分な支援体制が必要となります」とあるが、『事業の
取組内容・目標」、特にく重点事業〉と位置付けられているに
も関わらず、保育所や学童保育所の取組み内容は、保育、預か
りのみで、対象児童の療育にはまったく触れておらず、子ども
の支援体制としては不十分である。

○

I

4

事業4

「陣がいの早期発見｣の記述が乳幼児健康鯵壷のみとなってい

ることが残念である。陣がいの早期発見については､‘子育て施

策全体で連携する必要があり､保育所や幼稚園等で実施できる
保育所等肪問支援も活用すぺきではないか。
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事業7

子育て関係機関への巡回指導については、公立・民間保育所間

の補助内容の格差は解消するべきである。また、児童発達支援

センターきらりが実施する相識支援事業については､関係機関

に対するモニタリングが不十分との意見もあり、児童を対象と

した基幹的相餓支援事業所として位置付け､機龍させていくた

めの検肘が必要である。

0
〃
。
０
１
１
１
９

！
⑤P88 第3節 地域子ども・子育て支援事業の充実

1 地域子ども・ 子育て支援事業の需要量及び確保の方策

（1）利用者支援事業 O地域子育て相醗槻関 ■確保の内容
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員会と子ども家庭部の連彊両雨甫~爾吾羅爾霊涌-直-葱
合的な放謀後対策について協簾をします」との記戟があるがも
学童保育だけではない､それぞれの放課後の居塙所の目的や役
割､その魅力を示した放課後メニューの一覧を作成するととも
に、放課後の総合的対策を協識するだけでなく、早急に策定す
ることを求める。
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⑦ P100 (17)児童育成支援拠点事業

こども家庭庁事業として､市区町村には設置が努力轆務化され
た事業である。しかし、本市には、もくせい教室や保健センタ
ーが設置されており、こうした事業のさらなる活用や翁児童発
達支援センターの増設の検討など､本市が有する課題と実情に
合わせた事業展開を検討するべきでないかと考える。 ○
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